



























































































































































































































































てから 4 年後の安政 2 年 10 月、同屋敷は安政の大





















 https://tesshow.jp/ota/temple_shimomaruko_renko.html（令和元年 11 月 29 日閲覧）
 　これによると「備前池田家の表門であったと伝えているが詳らかでない…」との東京都教育委員会の掲示があ
るという。一方、丸に桔梗紋から駿河国小島藩のものとする説もある。
（5） 国立国会図書館蔵本（W358 -N9、国会図書館デジタルコレクション）による。読点は引用者。
（6） 橋口亘氏の御教示。
（7） 服部佐智子氏の御教示。氏を通じて平井聖氏に確認を取っていただいた。
（8） 宇和島伊達文化保存会蔵。［江戸東京たてもの園 2001：8］掲載の図版による。
（9） ［東京都 1961a：416］。
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